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広野町桜沢に分布する白亜系双葉層群足沢層から産する二枚貝化石群集

猪瀬弘瑛＊・渡辺　昇＊＊

 
１ ．はじめに

福島県のいわき市から楢葉町にかけては、上部白
亜系の双葉層群が南北に分布している（久保ほか，
2002）。本層群の特に足沢層から多産する二枚貝化
石は日本のコニアシアンの浅海域について知る上で
重要な位置を占めている。これらの化石については、
安藤ほか（1995）や平田（2005）においてリストが
示されているが、検討が十分されているとはいえな
い。

こうしたことから本研究では足沢層の礫岩部から
産出する二枚貝化石群集について報告することとし
た。

２ ．地質慨説
双葉層群は下位から足沢層、笠松層、玉山層と区

分され、さらに足沢層は浅見川部層、大久川部層に、
玉山層は小久川部層と入間沢部層に区分されている。
全層厚は200メートル以上である。年代はコニアシ
アン前期からサントニアン前期とされている（久保
ほか，2002）。大久川部層は泥質細粒砂岩−砂質シ
ルト岩を主体とするが、最下部には石灰質の礫岩が
観察される。この礫岩中から本研究で扱う二枚貝

（Saito, 1962; 安藤ほか，1995; 平田，2005）のほか
にアンモナイト（Futakami et al., 2016など）、サメ
の歯（高桒ほか，2018）、恐竜（長谷川ほか，1987; 
Ohashi et al., 2015）、カメ（Tokunaga and Shimizu, 
1926）などの産出が知られている。大久川部層の年
代はコニアシアン（前期～？）中期とされている

（久保ほか，2002）。
二枚貝化石の産状

本研究で扱う二枚貝化石は著者のひとりの渡辺が
広野町桜沢の礫岩の転石から採取したものである

（図１）。

要　旨：福島県いわき市・広野町・楢葉町には上部白亜系双葉層群が分布している。本層群の化石は日本におけ
るコニアシアンの浅海の環境を復元する上で重要であるが、特に多産する二枚貝化石についての検討は十分進ん
でいない。足沢層大久川部層の最下部にある円礫岩相から著者の一人である渡辺昇によって多くの二枚貝化石が
採取され、20種を識別した。これらの二枚貝化石は潮間帯～陸棚まで異なった生息域を持っている種が共産した。
二枚貝化石を産した礫岩の堆積環境についてさらに細かく検討する必要がある。

図1．化石産地の位置

図2．穿孔痕のあるGlycymeris amakusensis．殻の幅5㎜．

表1．産出二枚貝化石リスト．◎は50個体以上、〇は10個体
以上、△は3個体以上、×は産出を確認したもの．推定され
る生息環境は小松（2004）、熊谷・小松（2004）、佐藤ほか（2005）、
Komatsu et al.（2008）に基づく．
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この礫岩は塊状で、円磨度の高い中～細礫からな
り、礫支持である。また、礫種は花崗閃緑岩や珪質
頁岩などで、基質は中～細粒砂からなる。こうした
特徴は安藤ほか（1995）による双葉層群の堆積相区
分のうち、石灰質円礫岩相と共通している。さら
に、付近には足沢層大久川部層最下部の礫岩が分布
していることや、後述するように白亜紀後期を示し
足沢層から多産するInoceramus uwajimensisが多く
得られたことから大久川部層最下部の礫岩に由来す
るものと考えられる。

得られた化石を検討した結果、20種の二枚貝化石
を確認した（表１）。安藤ほか（1995）や平田（2005）
では大久川部層最下部の礫岩から産出する二枚貝化
石リストを示しているが、それらで確認されていな
かった種類も得られた。二枚貝はほとんど離弁殻か
らなり、密集しており破片化しているものも多い。
殻そのものは双葉層群産のものとしては珍しく溶脱
せずに比較的保存が良いものが見られる。一部には
おそらくGyrodes sp.のようなタマガイ類の巻貝によ
る穿孔が観察されるものもある（図２）。

３ ．産出種の記載
Glycymeris amakusensis Nagao, 1930（図版1-1）

殻は中型で、殻頂が殻長のほぼ中央にあり、外形
は亜四角形から卵型である。殻のふくらみは中程度
で、殻表には成長線と幅の広い放射状肋があるが、
摩耗によって弱くなっている個体もある。殻の内側
の腹縁には刻み模様がある。離弁個体のみが得られ
た。安藤ほか（1995）や平田（2005）のリストでも
その産出が示されている。
Nanonavis sachalinensis（Schmidt, 1873）（図版1-2）

殻は小型で、殻頂はやや前方に位置し、横長の四
角の外形をもつ。殻のふくらみは中程度である。後
稜の角ばりは殻頂付近で強く、腹縁付近では弱まっ
て丸くなる。殻表には同心円肋と細かく強い放射状
肋があるが、摩耗によって弱くなっている。離弁個
体のみが得られた。
Cucullaea（Idonearca）sp.（図版1-3）

殻は中型で厚い。殻頂はやや前方に位置し、台形
の外形をもつ。殻のふくらみは中程度で、後稜の角
ばりは強くない。殻表には成長線と幅の広い放射状
肋がある。離弁個体のみが得られた。殻が厚いこと
からIdonearca亜属に同定される。平田（2005）のリ
ストにはC. （I.） cf. ezoensis Yabe and Nagao, 1928
が報告されているが、本研究においては得られた標
本数が少なく、殻の外形の変異を十分に検討できな
かったためC. （I.） sp.にしておく。
Modiolus sp.（図版1-4）

殻は小型で、殻頂は殻の先端近くにあり、横長の
外形をもつ。殻のふくらみは中程度で、殻表には成
長線のみがある。殻頂から延びる凹みは弱い。離弁
個体のみが得られた。姫浦層群からTashiro （1976）
が報告したM. sp.に外形が似ている。
Pinna sp.（図版1-5）
　殻は大型で、殻頂は殻の先端にある。殻頂を頂点
とした縦長の二等辺三角形状の外形をもつ。殻表に
は幅の広い放射肋がある。Amano （1957）が高知県
の南海層群から報告したP. sp.と外形が似るが、殻表
に二次肋がないことからこれとは別種と考えられる。
Electoroma shiranuiensis Tashiro, 1976（図版1-6）

殻は中型で、外形は腹縁後端が後方に延び傾いた
卵型である。殻頂の前に三角形の小さな耳状の部分
がある。殻のふくらみは弱く、殻表には弱い成長線
がある。離弁個体のみが得られた。
Inoceramus uwajimensis Yehara, 1924（図版1-7）

殻は中型で、外形は変異に富むが、おおむね卵型
で、頂角は鋭い。殻は中程度にふくらむ。殻表には
強く不規則な同心円肋がある。離弁個体に加えて合
弁個体も得られた。安藤ほか（1995）のリストにも
その産出が示されている。平田（2005）のリストに
はI. sp.が示されている。
Ditymotis akamatsui （Yehara, 1924）（図版1-8）

殻は中型で、外形は横長の楕円形をもつ。殻頂は
ほぼ中央にあり、ふくらみは弱い。殻表面には規則
的な同心円肋と、放射肋がみられる。放射肋の強さ
と数は個体によって変異が大きい。離弁個体に加え
て合弁個体も得られた。安藤ほか（1995）と平田

（2005）のリストにもその産出が示されている。
Limatula sp.（図版1-9）

殻は小型で、殻の外形は後方へ伸びた三角形であ
る。殻表には放射肋が後半に12本発達する。殻頂は
ほぼ中央に位置し、殻は中程度にふくらむ。離弁個
体のみが得られた。外形や放射肋のパターンは田代

（1992）においてL. saitoiとして紹介されている種に
似るが、国際動物命名規約上の命名がされていない
ことからL. sp.としておく。
Amphidonte sp.（図版2-1）
　殻は中型で、殻の外形はやや後方に延びた三角形
をもつ。殻頂は殻の前縁を巻き込むような位置にあ
る。得られた右殻のふくらみは弱い。離弁個体の右
殻のみが得られた。岩手県の宮古層群などから発見
されているA. subhariotoidea （Nagao, 1934）と似る
が、殻表面や左殻の状態が分からないためA. sp.と
しておく。
Ceratostreon? sp.（図版2-2）
　殻は大型で、外形は卵形である。殻頂は失われて
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いる。殻の外周には鋸歯状の凹凸がある。離弁個体
のみが得られた。外形や外周の鋸歯状の凹凸といっ
た特徴が岩手県の宮古層群から発見されている
Ceratostreon yabei （Nagao, 1934）に似るが、殻頂が
保存されていないためCeratostreon? sp.としておく。
Crassostrea sp.（図版2-3）
　殻は大型で、外形は不規則な縦長である。殻表に
は同心円状の鱗片ひだ状の成長輪のみがみられる。
離弁個体のみが得られた。不規則な縦長の外形を持
ち、殻表に同心円状の鱗片ひだ状の成長輪が観察さ
れることからCrassostrea属に分類される。しかし、
白亜紀Crassostrea属の分類学的研究が十分進んでい
ない（小松，2004）ため、ここではC. sp.としておく。
Apiotrigonia minor （Yabe and Nagao, 1925）（図版
2-4）

殻は小型～中型で、殻の外形は三角形で、ふくら
みは中程度である。殻表には前半の同心円状肋と後
半の亜放射状肋が直交したL字形の装飾がある。エ
リアには成長線に斜交する小肋がある。これらの肋
がおそらく摩耗によって弱くなっている個体もある。
離弁個体のみが得られた。平田（2005）のリストに
もその産出が示されている。なお、安藤ほか（1995）
のリストにはA. undulosa Nakano, 1957が示されて
いるが、本研究では確認できなかった。
Myrtea ezoensis （Nagao, 1938）（図版2-5）

殻は小型で、殻の外形は亜円形で、後方がやや角
ばっている。殻頂はやや前よりに前向きに位置する。
殻のふくらみはやや弱く、殻表には同心円肋がやや
密にある。離弁個体のみが得られた。安藤ほか

（1995）のリストにもその産出が示されている。
Eriphyla higoensis Tashiro and Kozai （1982）（図版
2-6）

殻は小型で、殻の外形はやや縦長の卵型で殻頂は
やや前よりに位置する。殻は中程度にふくらむ。殻
表には弱い成長線のみがみられる。離弁個体のみが
得られた。
Cutellidae gen. et sp. indet（図版2-7）

殻は大型で、殻の外形は横に細長い長方形である。
ふくらみは弱い。殻表には装飾が確認できない。離
弁個体の破片のみが得られた。双葉層群から知られ
ているLeptosolen japonica Ichikawa and Maeda, 1958
に似るが、本研究で得られた標本は破片で放射状の
凹みが観察できないためCutellidae gen. et sp. indet
としておく。
Aphrodina cf. izumiensis Ichikawa and Maeda, 
1963（図版2-8）

殻は大型で、外形はやや縦長の卵型で、殻頂は太
くやや前傾する。殻のふくらみは強い。殻表は粗く

不規則な成長線が観察される。離弁個体のみが得ら
れた。殻が大型で強くふくらむといった特徴は西日
本の和泉層群から報告されているA. izumiensis 
Ichikawa and Maeda, 1963に似るが、本研究で得ら
れた標本は殻表の保存が悪いためA. cf. izumiensis
にしておく。平田（2005）のリストにはA. sp.が示
されている。
Loxo japonica （Amano, 1957）（図版2-9）

殻は大型で、殻の外形はやや横に長い亜円形で、
殻頂は中央からやや前よりに前向きに位置する。殻
のふくらみは中程度である。殻表には規則的な同心
円肋がある。殻が溶脱している場合も多い。離弁個
体に加えて合弁個体も得られた。平田（2005）のリ
ストにもその産出が示されている。
Panopea sp.（図版2-10）

殻は中型で、殻の外形は横長の長楕円形で、後端
が大きく開く。殻頂はやや前よりに位置する。殻の
ふくらみはやや強い。殻表には不規則でやや強い成
長線がみられる。離弁個体のみが得られた。本研究
では保存が悪く、変形した個体のみしか得られなか
ったため、P. sp.としておく。
“Teredo” sp.（図版2-11）

材化石に直径２～３㎜程度の管状の巣穴の跡のみ
が観察される。殻本体が保存されていないため、詳
しい分類はできない。

４ ．二枚貝化石の群集としての特性
得られた二枚貝について、双葉層群と年代が近く、

詳しく研究されている九州の姫浦層群産二枚貝化石
による生息域の推定（小松，2004; 熊谷・小松，2004; 
佐藤ほか，2005; Komatsu et al., 2008）をもとに検
討する（表１）。Crassosterea sp.のように潮間帯でも
生息する種が得られた一方で、Pinna sp.やElectroma 
shiranuiensisやAphrodina sp.といった陸棚に生息
する種も得られた。安藤ほか（1995）ではこの礫岩
の堆積環境について海浜～上部外浜と推定している
が、生息域が陸棚に限られる可能性のある種が得ら
れたことになる。大森・安藤（2020）ではこの礫岩
について４つの化石の産状型を識別しており、今後
はさらに細かく堆積相と二枚貝の種類との関係につ
いて検討する必要がある。

５ ．まとめ
（１）　広野町桜沢に分布する足沢層大久川部層中の
礫岩から20種の二枚貝化石を識別した。

（２）　二枚貝化石は潮間帯～陸棚まで異なった生息
域を持っている種が共産した。

（３）　この礫岩の堆積環境についてさらに細かく検



−14−

猪瀬弘瑛・渡辺　昇

討する必要がある。
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図版説明
図版１．得られた二枚貝化石（スケールバー　1㎝）
1. Glycymeris amakusensis FM-N201900333 2. Nanonavis sachalinensis FM-N201900334 3. Cucullaea

（Idonearca）sp. FM-N201900335 4. Modiolus sp. FM-N201900336 5. Pinna sp. FM-N201900337 6. Electoroma 
shiranuiensis FM-N201900338 7. Inoceramus uwajimensis FM-N201900339 8. Ditymotis akamatsui FM-
N201900340 9. Limatula sp. FM-N201900341
図版２．得られた二枚貝化石（スケールバー　1 ㎝）
1. Amphidonte sp. FM-N201900342 2. Ceratostreon? sp. FM-N201900343 3. Crassostrea sp. FM-N201900344 4. 
Apiotrigonia minor FM-N201900345 5. Myrtea ezoensis FM-N201900346 6. Eriphyla higoensis FM-N201900347 
7. Cutellidae gen. et sp. indet FM-N201900348 8. Aphrodina cf. izumiensis FM-N201900349 9. Loxo japonica 
FM-N201900350 10. Panopea sp. FM-N201900351 11. “Teredo” sp. FM-N201900352

Bivalve fossils from the Asizawa Formation of the Cretaceous Futaba Group, 
Sakurazawa, Hirono Town, Fukushima Prefecture, Japan.

Hiroaki Inose （Fukushima Museum）・
Noboru Watanabe （Board of Education, Hirono Town）

Abstract
Bivalve fossils are newly obtained from shell beds in the Ashizawa Formation of the Futaba Group, 

Fukushima Prefecture, Japan. This bivalve assemblage is composed of 20 species which are interpreted to 
inhabit in tidal flat to shelf. It is nececessary to investigate the depositional environment of the conglomerate 
layer where the bivalve assemblage was contained.
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